
 

第 74 回伊達市災害対策本部会議 

平成 23 年 6 月 9 日（木） 

11 時 00 分～ 

保原庁舎 2 階応接室 

 

 

1 放射線関係 

（1）農業関係損害賠償について（産業部） 

 

 

（2）霊山町小国地区の対応について 

  ・災害対策号（第 13 号）市長コメント 

 

  ・6/10 「原発事故に伴う説明会」の開催 

              午後７時３０分～ 小国ふれあいセンター 

 

  ・6/12 原発事故に伴う地区説明会の開催 

              午後２時～ 霊山中央公民館 

   「放射線の健康影響」・・・放射線医学総合研究所 米原英典氏 

   「計画的避難区域の設定等」・・・原子力災害現地対策本部 佐藤室長 

 

(3) 「子どもの放射能対策」保護者説明会の実施状況（教育部・子ども部） 

 

(4) 環境放射線測定実施計画案 

 

2 避難者（所）関係 

・避難者受入・運営状況（健康福祉部） 

 

 

 

 

3 その他（別紙参照） 

・環境放射線測定結果 

・学校等放射線モニタリング調査結果について（速報） 

・第 148～150 回福島県災害対策本部会議の概要 

 

 

 



 

第 74 回本部会議の内容について（概要） 

 

1 実施日時等 

平成 23 年 6 月 9 日（木） 11：00～12：10 

 

2 内容 

(1) 農業関係損害賠償について 

産業部長が資料により説明した。 

 また、商工関係については、各単位の商工会で窓口を設けている。また県商工会連合会も一緒

になって相談を受け付けている。 

 会員に対する調査も商工会を通じてやっており、まもなく取りまとめができると思う。 

  

  (2)霊山町小国地区の対応について 

   ・災害対策号（第 13 号）市長コメント 

（市長より） 

 今回の文部科学省が行った測定によって、全体的に減少傾向にある中で、なぜ小国地区の数値

が上がったのか？というのが、ちょっとよくわからない。原発からあらたに放射線が放出されて

いるのなら別だが、原発は小康状態にある。つまり 3 月の時点で降った放射能が今の放射能レベ

ルで減少傾向にある。今回 20.8 となったが、もう少し見極める必要があるのではないか。19.9

ならやらなくて 20.0 なら対応するのかという話ではない。全体的な状況把握の中で、住民の皆

さんと相談して避難したいという意見があれば、現実的な対応をしていくという考え方である。

その際、上小国地区の超えた地点というのがどの程度の範囲というのがまだ判然としないので、

霊山総合支所と対策本部で調べてもらって、必要があれば宝司沢と同じように計画的避難区域に

準じて対応していくのが基本だと思う。ただ、そのような対応をするかどうかについて見極めつ

つあるというのが、今の現状である。 

 近日中に説明会を開催して、住民の皆様の意見を聞いて、避難の必要性が生じるとなればそう

いうことにしていくということをお知らせする。 

 夕べの報道ステーションの中で、ほんの何秒間ではあるが「たいしたことがない。」という発

言が放送されたが、東京で取材を受けて、30 分くらい話した中のあの部分だけが放送された。 

 あれは前後があって、いま話したことを言っている。前段が全部切られているので、「びっく

りするようことではない」ような発言になっているので、それをみた市民から、「放射能に対し

て軽視している発言はいかがなものか」というメールが来ているが、そうではない。軽視してい

れば、このような対策はやらない。そこの部分だけをみると、そういうふうに受け取られるよう

なことだったのだと思う。テレビを見て断片的なことで誤解を招いたことは残念ではあるが、基

本的には取組としては災害対策号に書いたとおりの考え方なので、霊山総合支所も大変だけれど

も、住民の皆さんの意見を聞いてもらいたい。 

 それから、その付近の一軒一軒の線量を図って、どの程度の線量か測定してみる必要がある。

そうこうことをやりながら必要な準備も検討する。一部に、国は指定しようとしたが、市が断っ

たという誤解があるが、そうではない。政府は宝司沢地区については計画的避難区域に該当する

ような地域だとは思うが、今回の検討の対象にはしない。と官房長官が発言している。計画的避



 

難区域に該当するということだから我々としては捨てておけない。政府が指定してからやるとい

うことではなくて、我々独自でやることはやろうということでいろいろ計画を進めてきて、そし

て今ようやく避難する、しないという具体的な話になった。タイムラグもあって、遅いんじゃな

いか。と受け取っている人もいるようだが、そうではなく、発言があったときから検討しており、

住民とも話をしてきているわけで、実際に市営住宅の確保とかあって今日に至った。時間がかか

りすぎといわれればそれまでだが、政府のほうが指定するというのを地元が断ったわけではない。

逆に私は率直に言って、政府が指定するのは安心かもしれないが、いろいろ規制も伴うし、政府

がやるとすれば広範な地域でやるということであって、今回問題になっているスポット的に出て

くるところを、いちいち国が指定するのは現実的ではないと思う。だから、スポット的に出てく

るものに対しては、地元自治体がしかるべき対応をすることでいいのではないかと思う。上小国

地区については、新たな地域ということで、もし仮にそういう対応をしなければならないとすれ

ばどうするのか、検討していかなければならない。もう 1 点の石田の地域については、行合道地

区と推定されるので、宝司沢のすぐ近くなので、その中に含めて対応していけばいいのではない

かと思う。 

 (市民生活部長) 

 国の観測地点について座標で確認し地図に落としたところ、上小国というのは、小国ふれあい

センターの入り口の上小国川の堤防である。草が生い茂っており、表面は芝生である。その先に

いけばふれあいセンターで、市ではそこで測定している。3.6 というのは、おかしい。おそらく

草の上を測っているのだろうと思われる。国では 4/27 以降ここを観測点にしており、それ以前

のデータについてはすべてよそからの仮想データである。それでもって来年 3/11 までの推計で

あるので、小国地区は高いのは間違いないが、若干どうなのかなと思う。このポイントに限って

言えば本当のスポットの部分を計測したものと思われる。測定者が変わっているかもしれない。

この件に関して原子力安全委員会の委員のコメントがあり、3 割ぐらいは測り方次第で変わると

いうコメントがある。その数値をどうらえるかは行政の責任である。との発言があった。 

 さらに、行合道のポイントだが、国道 115 号線の紅彩管の上り口のようである。宝司沢は、子

どもの村のゲートを右折して紅彩管に向う所の T 字路になっているところがポイントである。ま

わりに大きな木が生い茂っており、測定地点としてはどうなのかなと思うポイントである。 

 

・6/7 付福島民報 「民家の表土除去検討」の記事について。 

(市長より) 

避難している人がいつ帰ってこられるか、と聞かれて、答えられないのが今の現状であり、原 

発が収まったら帰れるという状況ではない。住めるという状況にするためには、放射能を低減

する方策を講じなければならない。そのためには、除染活動をやるしかない。学校の校庭の表

土はぎについても、伊達市の生活圏の放射能レベルを下げる方策の一環であると位置づけられ

ると思う。子どもだって、学校だけで生活しているわけではない。校庭の表土をはいで安全だ

といっても家に帰って高い放射線量だったら話にならない。農作物でもそう、安全だけど売れ

ないというのが風評被害であるが、本当に安全でないかもしれない。出荷停止になる現実もあ

る。そういう田・畑というわけにはいかないからなんとかしないといけない。そのために除染

というのは大事であって、市を挙げて、もうひとつ言えば市民挙げてやるべきものだと思う。 

自分の家の除染を市がやってくれる、国・県がやってくれるというわけにはいかない。 



 

その費用をどうするかは別として、基本的には市民総出でやるしかない。今回補正予算にも 

そう挙げている。6 月議会の中で承認されしだい執行していく。除染体制とか健康管理体制 

とか広範囲に全体で取り組んでいこうというのが今の考え方であり、その一環で市長会で話し 

ているし、私としてもそういうふうに考えている。田中先生も協力したいとおっしゃっている。 

この記事は間違っているわけでない。ただ、実行ベースで決まったわけではない。 

方針であるということ。 

 

 ・6/7 付福島民報 「避難区域追加も」の記事について。 

(市長より) 

南相馬市の市長と直接話したわけではないが、南相馬市長はどちらかというと指定してほしい 

という立場だったと思う。南相馬の置かれた状況から見て、とても市で対応できない広範囲な 

ものであるということもあるからである。私は、先程述べたようにホットスポット的なところ 

は、国が指定するより、市町村に任せてもらったほうがいいんじゃないかという考え方である。 

現実的に対応したほうがいい。強権力を行使してやらなければならないという状況ではないの 

ではないかと思う。これまでの避難地域は、20 ミリシーベルトすれすれというよりかなり高い 

ところもいっぱい入っている。そういうことから考えれば、みんな避難しなさいというのは適 

切だと思われる。この記事を見ると国も対応すると言ってくれていることはいいと思うが、私 

は、ホットスポット的な狭い範囲で発生するようなものについては、現場段階で対応していく 

ほうが現実的だと思う。 

 

(3) 「子どもの放射能対策」保護者説明会の実施状況 

  教育部長が資料により説明した。 

  表土除去をして工事をしている部分について 

小国小について、当初 2～3 日で終了の予定で進めていたが、側溝・植え込みについても対応 

しており、時間がかかっている。4～5 日かかる。 

富成小については、今日から試掘をして、今度の土日にかけて工事を行う予定である。 

  その他の地域についても、おおよそ業者が決まったので発注していきたい。仮置き場につい 

  て各総合支所と詰めている。市民への説明会をしながら、早く仮置き場に置けるように対応 

していきたい。それぞれの総合支所で 1 ヶ所程度考えて対応したいという部分があったので 

最終的な詰めに入っていきたい。 

     エアコンについても、業者について地域ごとの見積もりをとっているところで、早期発注に 

向けていきたい。 

  表土除去については、人的に建設部にも応援をいただいて対応していきたい。 

  専門家の講演会ということで、6/25・26 の午前・午後の 4 回ということでほぼ決まってきて 

いる。地域的なものについて、最終的な詰めをしている。 

  あと 2 回についても、先生と日程調整をしている。 

 

(4) 環境放射線測定実施計画案について 

  環境防災課長が資料により説明した。 

  測定のための測定ではなく、空間線量の低減化・除染活動に結び付けていくという意識をもっ



 

て取り組んでいきたいと考えている。 

（市長） 

  測定箇所について、総合支所でこんなに差があるのか 

（建設部長） 

  測定個所がダブっている箇所があるので、地図に落としてもらえないか 

（総務企画部長） 

  定点の観測場所を決める前に、まず線量マップを作成して、定点の観測場所を決める。まずは市内 

全域を一斉に測定する。その後、高い地点を定点観測の場所にしないといけない。それぞれの部門

が市内をかけずりまわって、時間だけかかってこんな無駄なことはないので、もう一度練り直すべ

き。 

（環境防災課長） 

  本庁と総合支所の重複箇所については、マップに落として整理したい。 

（市長） 

  各部・各課にわたっている部分について、同じように地域でやるのはおかしい。定点でその地域を 

測定するのは総合支所に任せるべき。測定の要員については、市民団体にお願いするか、直接雇用 

してやってもらうか検討すべき。 

  各部・各課において定点観測が必要なら、その当該地域にある総合支所にやってもらうべき。 

各主管部においては、道路とか公園とか田・畑のいろいろなパターンを調べ、今後の除染の試験の 

ために、どのような対策をとるための測定ではないのかと思う。 

  定点観測については、各主管部ではなく、災害対策本部（市民生活部）と総合支所の関係でやった 

ほうがよいと思うので、一回整理すべき。 

   

(5)避難者（所）関係 

   ・避難者受入・運営状況（健康福祉部） 

    健康福祉部次長が資料により説明した。 

    6/8 現在 78 名である。 

    6/10 から義援金・見舞金の配布を総合支所の協力を得ながら実施したい。 

    7/10 に福島市のコラッセふくしまで日本放射線技術学会主催の、放射線を正しく理解するため 

    の市民公開講座が開催される。健康福祉部で 10 名、市災害対策本部で 10 名申込みしたいと思 

うので、今日の 15 時までに健康推進課長までメールか電話にて報告をお願いしたい。 

 

（6）その他 

・環境放射線測定結果 

市民生活部長が資料により説明した。 

   ・学校等放射線モニタリング調査結果について（速報） 

市民生活部長が資料により説明した。（6/6 実施分） 

   ・第 148～150 回福島県災害対策本部会議の概要 

市民生活部長が資料により説明した。 

 

   （議長から） 



 

6/14 に、伊達市議会として総理大臣宛、東京電力本社宛、関係省庁宛に原子力発電所事故に対

する要望をしてくる。内容は、原発事故の早期収束・農作物の風評被害と賠償問題・健康診断・ 

自治体の経費・剥いだ表土の除去方法である。 

 

 

   《次回本部会議》 

    平成 23 年 6 月 13 日（月）10：00 本庁舎 2 階 応接室において 

 

   《次々回本部会議》 

    平成 23 年 6 月 17 日（金） 9：30  本庁舎 2 階 応接室において 

 

 

文責 環境防災課 主査 白岩 高教 


